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く論文〉

メキシコ南東部キンタナロー州マヤ

系村落の年間生活サイクルについて
一一 エスノヒストリーの視点から一一

初 谷 譲 次 (天理大学)

は じめに

資本主義が,あ る国もしくはある地域に侵入するとき,外国資本と民族

資本の別を問わず,それがかならずしも共同体社会を破壊することなく,

逆に共同体 との接合に依拠しつつ発展していく場合がある。メキシコ最南

に位置するチァパス州の,19世紀末以降のコーヒー・ プランテーションの

発展が,その典型的なケースであることは,清水透氏の研究において明ら

かにされている1ヽ コーヒー生産は,11月 から翌 2月 までの摘み取 り期には

大量の労働力を要するが,年間のうち残 りの 8か月間はさほど労働力を必

要としない。したがって,コ ーヒー・プランテーションの経営にとって,

常雇の定住労働者を多くかかえることはけっして有利なことではなく,む

しろ摘み取 り期にのみ大量の臨雇の季節労働者を導入したほうが合理的で

ある。このようなプランテーション側の事情 と,深刻な土地不足に悩みな

がらカルゴ・ システムや祭 りといった共同性を維持するための貨幣収入を

える必要に迫られていたチァパス高地のインディオ共同体倶Iの要請が,結

びつく形でインディオの出稼ぎ労働に依存するコーヒー農園が発展した。

しかも, トウモロコシの焼き畑を中心とする生産活動と,カ ーニバル,サ

ンタクルスの祭 りおよび死者の日の祭 りといった祭事などのインディオの



メ キ シ ヨ南 東 部 キ ン タ ナ ロ ー 州 マ ヤ 系 村 落 の
年 間 生 活 サ イ ク ル に つ い て

生活サイクルにぴった りあう形でコーヒー・ プランテーションヘの出稼 ぎ

が組み込まれている。 このコーヒー資本 (ド イツ系)と ともにチァパス州

では,同時期にゴムやカカオのプランテーションも流入するが,発展 しな

かった。インディオ共同体の祭 りと生産のサイクルにぴった りあったコー

ヒー農園のみが成長をつづけ,季節労働は今なおつづいているのである(図

1参照 )。

 図 1 チァパス州チャムラ村の年間生活サイクル
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出典 :清水 (1988),88ペ ージ。
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ところで,筆者がエスノヒストリー研究の対象としているメキシヨ南東

部のユカタン半島のキンタナロー州のマヤ系インディオ村落について,そ

の生産や祭 りの生活サイクルはどのようになっているのか,ま た,商品経

済の浸透や外国資本の侵入といつた変化にたいしどのような対応をみせて

きたのか,と いうことが当研究の基本的な問題関心となっている。このよ

うな観点から,89年 と91年の 2回にわたって同地域において現地調査をお

こなった。89年は,キ ンタナロー州フェリペ・ カリリョ 0プェル ト周辺の

村落において,聞 き取 り調査を中心におこない,さ さやかながらすでに結

果を報告したがの,2度目の91年の調査では,同地域に散在する小集落につ

いての全般的なデータをえるためには,聞 き取 り調査だけでは限界がある

ことがはっきりした。また,特定村落にかぎっても,他所者にたいする警

戒心が非常に強く,祭 りの日程を調査することはかならずしも容易ではな

い。2か月間という短期間に100を 越える小規模な村落の生活サイクルを探

るといった試み自体も無謀であった。

結局,祭 りに欠かせないアルコール類の販売が許可制になっていること

に唯一の突破口をみい出した。調査の結果,祭りそのものが許可制になっ

ており,各村落が祭 りを実施するには,郡庁に許可を申請し,いわゆる祭

礼許可書 (permiso de iesta)を 発行してもらう必要があり,その許可書の

写しがフェリペ・カリリョ0プェルトの古文書館 (Archivo Municipal de Felipe

Carrillo Puerto)に 残されていることがわかった。古文書館の責任者ニコラ

ス・ ヒメネス氏の全面的協力をえて,1946年から1989年 までの祭礼許可書

を資料として入手しえた。およそ4000枚のコピーを持ち帰 り,コ ンピュー

タのデータベース機能を利用して集計・分析した結果,2804件 の祭 りのデ

ータが有効であることが半J明 した。むろん,こ のデータは,45年にわたる

同地域の村落の祭 りのすべてを網羅しているわけではない。未整理の資料

のやまのなかから祭礼許可書のみを選び出す作業が完璧であるはずはなく,

見落としたデータもあるだろう。また,すでに紛失してしまっている許可

書もあるはずだ。しかし不完全とはいえ,幹線道路以外は未舗装の道路し
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かないアクセスが困難な100以上の諸村落の祭 りの長期的動向を知る唯一の

貴重なデータであることは確かである。

祭礼許可書のフォーマットは,年によってかなりの違いがあるが,おお

むね(1)村落名,鬱 )責任者名,0)責任者の役職名,に)祭 りの日程,15)祭 りの

種類・趣旨,輸 )酒類の販売量などが記載されている。本稿は,こ のデータ

の分析をもとに,同地域のマヤ系村落の生活サイクルを探 り出したうえで,

1917年以降この地域で発展したチクン (チ ューインガムの原料で,日本で

は一般に英語読みのチクルと呼ばれているが,こ こではスペイン語読みの

チクレを使用する)採集産業との関連について若干の考察を加えることを

目的としている。したがって,本稿は祭 りの内容についての人類学的調査

報告 (民族誌)ではなく,あ くまでエスノヒス トリー (あ るエスニック集

団の歴史研究)と して位置づけられるべきものであることをあらかじめお

断りしておきたい。

1 3つ の祭祀セ ンター

(1)クルソプ集団小史

さて,データの紹介と分析に入るまえに,こ の地域のインディオ集団の

歴史について簡単に触れておく必要があるだろう0。 1847年 ,セ シリオ・チ

という指導者に率いられたインディオ反乱軍は,テ ピチ村を襲撃し,非イ

ンディオ住民を皆殺しにした。その後,反乱はユカタン半島全域にひろが

り,翌年 5月 には半島の 3分の 2がインディオ反乱軍に制圧された。やが

て,政府軍も必死に反撃し,1853年 には反乱は一応鎮静化したが,半島東

部の森林地帯に逃れた一部のインディオ集団は,その後も執拗にゲリラ闘

争をつづけ,そ の拠点となったチャン・サンタ・ クルスが最終的にメキシ

コ連邦政府軍に制圧されるのは,1901年 のことであった。一般にカスタ戦

争の名で知られるこの反乱は, 8万人ものインディオをまきこみ,最初の

3年間に15万人もの戦死者を出したメキシコ史上最大のインディオ反乱と

なった。
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現在のキンタナロー州のフェリペ 0カ リリョ・ プェル トは,じつはその

反乱の拠点チャン・ サンタ・ クルスであり,そ の周辺村落に居住するマヤ

系インディオは,ク ルソブと呼ばれ,最後までゲリラ闘争をつづけたイン

ディオ集団の末裔にほかならない。1850年以降クルソブ集団は,も のいう

十字架 (十字架が神託を伝える)信仰と教会護衛システムを軸に,聖都チ

ャン・ サンタ・ クルスを拠点に独自の共同体社会を形成したが,今世紀に

図2 キンタナロー州フェリベ・カリリョ・プェル ト郡
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入 り,政府軍に鎮圧されてからは, 2度にわたる分裂をへて,1930年代以

降は,テ ィシュカカル・ グァルディア,チ ャンカー・ベラクルスおよびチ

ュンポンの 3か村を祭祀センターとするゆるやかな 3つの集団を形成して

いる (図 2参照)。

(2)祭 りの費用について

これらの 3つ の祭祀センターでは定期的に大祭がおこなわれ,そ の集団

に属する村から人びとが集まるというシステムになっている。祭 りのさい

に,人びとに振る舞われる料理の材料はそれぞれの村からもち寄られる。

それ以外の費用については,1991年 4月 におこなわれたチャンカー・ベラ

クルス村の聖十字架祭の例を具体的にみておこう。祭 りの大きな出費はつ

ぎの 3項目である。                        ,

①バイオリンと大小の太鼓でマヤの伝統的音楽を演奏する,マヤ・パシ

ュと呼ばれる3名程度の楽隊の費用=60万ペソ

②ダンス・パーティーのためのトロピカル音楽の楽隊の費用=1100万ペ

ソ

③周辺村落への送迎バスの費用=700万ペソ

つまり,総計で1860万ペソになり,当時のレー ト (1ド ル=3000ペ ソ=

140円)で計算すると,日本円にして総額87万 円になる。この高額な祭 りの

費用はどのようにまかなわれるのであろうか。結論からいえば,祭 り期間

中のビールの売り上げによってまかなわれるのが一般的である。ビールは,

91年の情報によると1本700ペ ソで仕入れ,祭 りでは2000ペ ソで販売され

る。つまり,1本あたり1400ペ ソの利益が出ることになる。たとえば,1990

年 8月 のティシュカカル・グァルディア村における祭 りにおいて,270カ ー

トンのビールの販売許可が出ているので, 1カ ー トン24本で計算すると,

総計907万 2000ペ ソ (42万 3360円 )の利益となり,それが祭 りの費用にあて

られるはずである。そして,祭礼組織委員会 (comit6 0rganizador de fiesta)

のメンバーがビールの販売許可を含む例の祭礼許可書を申請し,ビールの

売 り上げと祭 りの費用を管理するというシステムになっている。ただし,
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たとえば詳しく聞き取 り調査を実施できたチャンカー・ベラクルス村では,

ビール販売による売り上げで祭 りの費用をまかなうという点は同じである

が,少 しやり方が違う。外灯委員会委員長 (presidente del comitё  de alam‐

bres piblicos)と 呼ばれる役職につく人物が祭 りの費用をすべて支払う。じ

つはこの役職者は,村でただひとリビールの販売権を村人 と郡庁から正式

に認められており,そ の売り上げで,村の外灯の電気代と電球代を負担し,

祭 りのさいには祭 りの費用もすべて負担する。現職者のロベル ト。ウク氏

によると,ビールの売り上げと外灯や祭 りの費用は,ほ ぼつり合っている

とのことである。

0)祭祀センターにおける祭りの種類・ 日程について

(a)テ ィシュカカル・グアルディア村

それでは,こ の 3つの祭祀センターのうちまずティシュカカル・グァル

ディア村についてみてみよう。祭 りのデータは,1951年から89年までの39

年間に計97件残されている。それを月別 (た だし祭 りの開始日)にみると,

4月 の35件,12月 の23件そして8月 の12件 という順番で多 くの祭 りが記録

されていることがわかる。まず, 4月 にかんしては,ビ リャ 0ロ ハスなど

の民族誌に記録されているようにり,5月 3日 の聖十字架の日の祭 りである

ことは間違いない。データによると, 4月 26日 もしくは27日 から聖十字架

の日の5月 3日 までの 7日 もしくは8日 間に聖十字架祭が実施されている。

そして年度別にみると,こ の大祭は,61,63,65,67,69,71,73,75,

77,79,83,85,87お よび89年の言己録が残されており,明 らかに2年に 1

度の割で奇数年におこなわれていることがわかる。なお,81年 については

祭 りがおこなわれなかったのか,データの欠如なのかは不明である。

ついで,12月 について詳しくみてみると,やはり民族誌の記録どおり8

日の聖母マリアの日をはさむ形で約 1週間の日程で,無原罪の御宿リマリ

ア祭 (Fiesta de la Virgen de la Concepci6n)が おこなわれている。年度

別にみると,53,69,75,79,81,83お よび89年の言己録が残されている。

データとしては不完全であるが,おそらく聖十字架の祭 りと同じ年,つ ま
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り2年に 1度の割で奇数年に実施されてきていると考えていいだろう。

最後に8月 についてみてみると,下旬の20日 すぎからおよそ 1週間の日

程で,大きな祭 りがおこなわれている。残念ながら,データには祭 りの種

類についての記録がない。年度別にみると,58,70,74,78,80,82,86

および88年の記録が残されている。やはり,不十分なデータといわざるを

えないが,偶数年におこなわれていることは確かである。つまり,、 奇数年

の4月 と12月 ,偶数年の8月 に大祭がおこなわれていることになり, 8か

月に 1度祭 りが巡ってくるという,桜井三枝子氏の聞き取 り調査の結果と

もみごとに一致しているい。

さらに,12月 についてもう少しみてみると,72,74,78,79980お よび

81年の12月 23024日 にキリスト降誕祭(Fiesta Navideia)が おこなわれてお

り, 8月 に年に 1度だけの大祭をおこなう偶数年におもに降誕祭が実施さ

れる傾向にあるのか,それとも,78年以降は毎年おこなわれているので,

近年になって盛んにおこなわれるようになったかは,データ不足で判断で

きない。ただし,あ とで詳しく分析するが,酒類の販売量ついていえば,

降誕祭では平均ビール600本の販売許可しかでていないので,テ ィシュカカ

ル・グァルディア村だけでおこなう小規模な祭 りにすぎないと考えられる。

(b)チ ャンカー・ベラクルス村

ついで,チ ャンカー・ベラクルス村については,1949年から89年にかけ

て計32件のデータが残されている。まず月別にみてみると, 4月 が18件 と

一番多 く,つ いで 5月 と3月 がともに 6件づつ,そ して2月 に2件あるだ

けで,他の月は皆無である。さいわいチャンカー・ベラクルス村について

は,聞き取 り調査をする機会があったので,それによると2年に 1度の割

で 4月末から5月 初頭にかけて聖十字架祭がおこなわれるということであ

る。データによると,年度別については49,51953,55,57,61,71,75,

77,81,83,85,87お よび89年に祭りがおこなわれており,現地調査した

89年 と91年 には祭 りをおこなったと聞いているので,不完全なデータなが
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ら奇数年に大祭を実施するということは間違いないであろう。 しかし日付

については,ばらつきがみられる。一番早いもので 4月 1日 から 8日 まで

の 8日 間の日程,一番遅いものは, 5月 16日 から21日 までの 6日 間の日程

でおこなわれてお り, 4月 中に 1週間程度 というのが一般的のようだ。

(C)チ ュンポン村

最後に,チ ュンポン村についてであるが,1945年から89年にかけて計50

件のデータが残されている。月別にみると, 5月 が一番多 く39件,ついで

4月 に 5件で,あ とは 1月 , 2月 , 6月 ,10月 ,11月 および12月 にそれぞ

れ 1件が記録されているだけである。したがって,やはり5月 に注目して

みると,5月 1日 からおよそ 1週間の日程で,3+字架祭 (Fiesta de Tres

Cruces)が おこなわれている。年度別にみてみると,1969年のデータには 2

年に 1度の祭 り(fiesta tradicional de cada 2 ams)と ぃぅ言己述力れみられ,

また1975年 のデータには毎年の祭 り(fiesta anual)と いう記述がみられる。

そしてデータを詳しくみると,確かに1945年 から69年 まではほぼ 2年に 1

度の割で奇数年に十字架祭がおこなわれており,1970年以降はほぼ毎年実

施されていることがわかる。

以上, 3つの祭祀センターにおける祭りのデータをみてきたが,整理す

るとつぎのように結論できる。つまり, 3か村 とも日程や頻度 (毎年か 2

年ごとか)は異なるが,聖十字架祭を実施している。そして,あ とで紹介

する祭祀センター以外の諸村落と比較するとよくわかるが, 3つの祭祀セ

ンターでは 1年間に大祭以外の祭 りをほとんどおこなわないというこ
.と

が

わかる。大祭に全精力をそそぎ込んでいる格好になっている。また,も っ

とも閉鎖的でクルソブ時代の伝統を維持しているといわれるティシュカカ

ル・グァルディア村では, 8か月に 1度の割で,つ まり4月 ,12月 および

8月 に大祭をおこなっている。これらの諸特徴は,の ちに生活サイクルと

の関係で重要になってくるので留意しておきたい。
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2 全村落についてのデータ分析

(1)過去47年間の推移

古文書館にて入手しえた2804件の祭礼許可書に記載されている村落数は,

合計154か村にものぼる。その他,郡庁によって作成された村落人口統計に

記されている村落を合計すると,そ のかずは300近 くにもなる。ただし,こ

の数字は新しく開墾されたばかりの人口わずか数人という土地 (colonia)も

含んでいるし,47年間にさかんに廃合されたり,村の名前が変わったりし

ているので,実際の村落数はこれほど多くはない。たとえば,1990年 の人

ロセンサスでは,人口12名の最小のセノテ・アスル村から人口3453名 の最

大のチュンウウブ村まで合計110か村が記録されているにすぎない。ここ

で,すべての村落名とその祭 りの件数をあげるスペースはとてもないので,

この地域のおもな村落名が入っている地図を掲載しておくにとどめる。

それでは,ま ず祭 りの件数の推移を示す図 3を みてみよう。祭 りの件数

は,1940年代にはすべて10件以下であったが,50年代に入るとおよそ30件

に増え,その後順調に増加していき,79年以降はおおむね100件 を越えてい

る。ついで,フ ェリペ・カリリョ・プェル ト郡の人口の推移を示した図 4

をみてみよう。やはり,順調に増加しており,かなりおおざっぱないい方

だが両者には相関関係が認められる。つまり,人口増加は村落規模の増大

とともに村落数そのものの増加も伴っており,それとともに祭 りの件数も

増力日していくという,いわば自然な結果がえられた。

つぎに,祭 りにおけるビールの販売量の推移を示した図 5を みてみよう。

やはり,年を追って増加しているが,40年代のデータがないのと70年代に

落ち込みがみられるのは,データの不完全さが原因である。つまり,許可

書のなかのビール販売許可の項目に販売量の記録がないタイプの書式があ

るためである。したがって,祭 りの件数の増加にしたがって当然ビールの

販売量が増加してきていると理解していいだろう。つぎに,祭り1件あた

りのビールの消費量の平均を年度ごとに示した図 6を みてみたい。72年の
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図3 フェリペ・カリリョ・プェル ト郡における祭りの件数 (1943～89年 )

図 4 フェリペ・ カリリョ・プェル ト郡の人口推移 (1940～90年 )

,H4 : Cesar Darchary y Arnaiz Burne. pp247-249 y Instituto Nacional
Estadfstica, Geograffa Informdtica. tomo 2, pp.l-Z.

i434547495153555759616365676971737577798183858789
4446485052545658606264666870727476788082848688
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突出を除いて,ほぼ変化していないことがわかる。ちなみに,72年のデー

タはビールの販売量が記録された許可書が 1枚しか存在しなかったので,

大規模な祭 り1件のみの数字になっているためである。ビール販売量が記

載されている祭礼許可書は,1954年から89年までの1559件でビールの販売

総本数は268万2384本である。したがって,祭 り1件あたりの平均は1721本

である。そこで,ふたたび図 6を みて確認しておくと,1954年 から89年ま

での36年間について,祭り1件あたりのビール消費量の年度別平均はほと

んど横ばい状態がつづいている。ビールは,祭 りの参加者が消費するわけ

であり,ま たその売り上げが祭 りの費用にあてられることからすれば,こ

の数字は祭 りの規模がほとんど変化していないことを示している。

(2)月 別データ

つぎに,生活サイクルと深 くかかわってくる月別の分析に移りたい。ま

ず,祭 りの件数を月別に示した図 7をみてみよう。スペースを節約するた

めに,規模別の数字を積み上げたグラフになっているが,ま ず月別件数の

総計からみてみると,12月 から翌年 6月 までの期間が比較的多く, 7月 か

ら11月 までが比較的少ないという傾向が読みとれる。

さてここで,こ の地域の特徴をきわだたせるために,メ キシコ全体の年

間の祭 りの月別件数を示した図 8をみてみよう。このグラフは,メ キシヨ

文部省が作成した全国の祭 りの日付一覧にもとづいて作成 したものであ

る。。同データは,た とえば本稿で扱っているキンタナロー州フェリペ・カ

リリョ・ プェル ト郡についていえば, 6か村が記載されているだけであり,

大きな村にかぎられたデータではあるが,祭りの日付にかんするメキシヨ

全国規模の唯一の貴重な資料であることにはかわりない。これをみると,

12月 に祭 りの件数が多 く, 2・ 3月 が少ないという傾向がみられるが,そ

のほかの月はほぼまんべんなく祭 りがおこなわれていることがわかり, 7

月から11月 までが比較的少ないという,先のフェリペ・カリリョ。プェル

ト郡の傾向は,こ の地域独特のものであることがはっきりする。

つぎに,規模別にみてみよう。ここでは大規模な祭 りとは,ビールの販
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図 5 フェリペ・ カリリョ・ プェル ト郡における祭 りのビールの消費本数

(1954～89年 )

図6 フェリペ・カリリョ・プェル ト郡における祭り

1件あたりのビールの平均消費本数 (1954～89年 )
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売が100カ ー トン (2400本 )以上の祭 り(た だし期間が 1日 のものを除いた)

と期間が 3日 以上のものとした。また,小規模な祭 りとは,期間が 1日 の

みでかつビールの消費が100カ ー トン未満のものとした。先にみた傾向がさ

らにはっきりしてくる。まず,大規模な祭 りをみると, 7月 から11月 まで

の落ち込みがさらにはっきりとあらわれる。そして,小規模な祭 りに着目

すると,月 による件数の変化がほとんどみられない。つまり,小規模な祭

りは,12月 が突出しているだけでその他は顕著な差はみられない。

さらに,月別に祭 りの期間の平均を示した図 9を みてみよう。祭 り期間

の全平均は, 2.42日 である。2月 から5月 にかけて日数という点では,大

きな祭 りが集中していることがわかる。つぎに,祭 り1件あたりのビール

の消費量の平均を月別に示した図10を みてみよう。全平均は1721本である

から, 2月 から4月 そして8月 に祭 りの規模が大きいことがわかる。ただ

し月別データは,すべて祭 り開始日をもとにしているのでたとえば4月 か

ら5月 にかけておこなわれる聖十字架祭は4月 のデータに入るわけである。

整理してみると,小規模な祭 りは年間を通じて月別にかかわりなく平均

しておこなわれているが, 7月 から11月 (8月 は例外かもしれない)ま で

図 7 フェリペ 。カリリョ・プェル ト郡における月別祭りの件数 (規模別)

屋国大規模

匡コ小規模

■■その他

M∩R20 ‖∩ⅣO     」ULIO  SEPttIEPIBRE NOUIEMBRE
FEBRERO    白BRIL 」UN10    ∩GOST0   0CttUBRE  DICIE「lBRE



ラテンアメリカ研究年報ヽ14(1994年 )        211

は大 きな祭 りはほとんどおこなわれていないことがわかる。

(3)祭りの種類・趣旨について

それぞれの祭 りの種類 もしくは趣旨を特定 しうるデータは,豊かではな

い。たとえば,伝統的祭 り(fiesta tradicional),世 俗的・宗教的祭 り(fiesta

profana religiosa),ダ ンス・パーティ(un baile)あ るいはたんに祭 り(fiesta)

というような記述がみられ,多 くの許可書は祭 りの種類 を特定できない。

しかし,祭 りの日付などからの類推などの方法で,な んとかおおざっぱな

傾向をつかんでみたい。

1月 は, 6日 の主顕節つまり3賢人の日(el“ a de 10s Santos Reyes)の

祭 りがめだっている。そして, 2月 と3月 は圧倒的にカーニバルの祭 りが

多い。 4月 と5月 は,聖十字架祭がめだつ。 8月 は,15日 の聖母昇天祭が

めだつ。そして12月 は, 8日 の無原罪の御宿 リマ リア祭 とキリス ト降誕祭

がめだつ。村の守護聖人 (Santo)祭 についてはほとんど不明だがつ,少な く

とも以上がこの地域のメインな祭 りであるといえる。先にみた月別のデー

タと合わせるとこの地域の 1年間の大きな祭 りのサイクルがほぼ明らかに

なる。そして, 6月 , 7月 , 9月 ,10月 および11月 は, 9月 16日 の独立記

図8 メキシヨにおける月別祭りの件数

JULIO   SEPTIEMBRE NOUIEMBRE
∩GOS丁0    0CTUBRE   DICIEMBRE∩BRIL      」UN10
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図 9

メキシヨ南東部 キ ンタナ ロー州 マヤ系村落 の
年間生活 サイ クル について

フェリペ・カリリョ・ プェル ト郡における月別祭りの平均日数

FEBRER0 nBRIL     JIN10
SEPTIEMBRE NOUlmRE

∩GOS丁0    0CttUBRE   DICIEMBRE

図10 フェリベ・カリリョ・プェル ト郡における

月別祭り1件あたりのビールの平均消費本数

JUL10   SEPTIEMBRE  NOUIEMRE
FEBRER0 nBRIL JUN10 nGOST0    0CTUBRE   DICIEIBRE
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念日の祝祭 (fiestas patrias)がめだつ以外は,こ れといった祭 りはみあたら

ない。これらの月は,先にみた月別データでも祭 りの件数が少ないうえに

小規模であるという結果がでていた。これらの月では,日本の例でいえば

幼稚園のバザーのように,な んらかの施設充実のための資金集めを主たる

目的とした祭りがめだつ。この種の祭りでめだつのは,学校の父母会 (sociedad

de padres de familia)ま たは学校が主催するダンス・パーティーと村のス

ポーツ推進委員会 (comitё  deport市 o)がグランド建設・整備や道具購入の

ための資金集めを目的とした祭りである。その他,村の電化推進委員会(comit6

de pro― electrificaci6n),飲 料水タンクの設備推進委員会 (comitё  de agua

potable)お よび村の道徳・公徳・設備改善委員会 (junta de m● Oramiento

moral,clvico y material)な どが,やはり資金集めにおこなう祭 りもめだ

つ。もちろん,こ の種の祭 りは大祭がおこなわれる月にもみられ年間を通

じておこなわれるも

最後に,チ アパス州のマヤ系インディオのあいだでは盛んにおこなわれ

る11月 1～ 2日 の死者の日の祭 りがないことも特徴としてあげておこう。

3 生活サイクル にかんす る考察

一一祭 りと焼き畑とチクレ採集――

(1)ト ウモロコシの焼き畑生産

この地域のというよリユカタン半島のマヤ系の人びとの主要な食糧生産

は,征服以前から今日まで一貫してトウモロコシである。そして,その栽

培方法は伝統的な焼き畑式である。一般にミルパと呼ばれるトウモロコシ

の焼き畑の作業手順をごくおおざっぱにみておこう。まず, 2・ 3月 に焼

き畑のために雑木を伐採する。そして,雨期がはじまるまえの4月 に焼き

畑をおこなう。そして, 5月 に播種をおこなう。 6月 , 7月 および8月 は

一般にチャペオと呼ばれる除草作業をおこなう。そして, 9月 には収穫で

ある。カスタ戦争のさい,イ ンディオ反乱軍が,半島の 3分の 2を制圧し,

州都メリダに迫っていた1848年 の 5月 ,突如退去しはじめたのが, トウモ
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ロコシの播種のためであったことは有名である。

先の祭 りとの関係で整理すると,無原罪の御宿 リマリア祭→キリス ト降

誕祭→主賢節の祭 り→カーニバル→雑木伐採→焼き畑→聖十字架祭→播種

→除草→聖母昇天祭→収穫, というぐあいに12月 から翌 9月 までの生活サ

イクルが浮かび上がってくる。。

12)チ クレ採集

マヤ系の人びとは先スペイン期から,チ コ・サポテ (サ ポジラ)と 呼ば

れる木の樹液 (チ クレ)を噛む習慣があった。チクレを噛むことで唾液が

分泌され,喉の乾きを軽減したり,精神を集中したり,逆にリラックスし

たり,ま た歯みがき効果もある。このチクンをチューインガムとして普及

させたのは,米国人である。歴史的には,チ コ・サポテの本が豊富なベラ

クルス州出身のカウディリョであり,のべ11回メキシコ大統領の座につい

たアントニオ・ ロペス・デ・サンタ・アナは,チ クレを噛む習慣をもって

おり,1836年 にテキサスとの戦争 (サ ン・ハシントの戦い)で捕虜になり,

翌37年にワシントンに送られたさいに,ジ ェームズ・アダムスという大佐

の管理下に置かれた。アダムスは,サンタ・アナが噛んでいるチクレに関

心を示した。なんらかの甘味料を加えれば,商品化できると考え,資本金

50ド ルで,アダムス・チューインガム会社を設立した。こうして,今日で

は世界中でIInま れているガムが生まれたが,広 く普及するのは今世紀に入

ってからのことである。今世紀にガム産業が米国において急速に発展する

のは,第 1次世界大戦のさい国防省が兵士の携帯食料のひとつにガムを加

えたためである。兵士たちは,大量のガムを消費するとともに,ガムを噛

む習慣を米国に普及させる役割を果たした。そして,第 2次世界大戦にお

いては,国防省はチクレを戦略物資と位置づけたほどで,年間60億個 (pasti‐

1las)の ガムが消費されたり。

先にのべたようにチューインガムの原料となるチクンは,チ コ 0サポテ

という木の樹液であるが,こ の本はメキシコの熱帯雨林に多くみられ, と

くにユカタン半島 (ユ カタン州,カ ンペチェ州およびキンタナロー州)に
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おいて良質のチクレが採集される。メキシヨにおけるチクレ産業全般につ

いては別の機会に譲ることにして,こ こではキンタナロー州 (た だし1974

年までは連邦直轄領)に限定して話をすすめたい。米国でガムが急速に普

及し,原料のチクレの需要が高まる1910年代において,キ ンタナロー州の

熱帯雨林地帯では,ク ルソブ集団が外部世界 と接触を断ち,閉鎖的な生活

を営んでいた。1918年 ,ベヌスティアノ 0カ ランサ大統領は,そ のクルソ

ブ集団の指導者のひとりであるフランシスコ・マイをメキシコ市に招いて,

将軍の称号を与えるとともに,キ ンタナロー州の 2万ヘクタールの土地の

開発権と当時フェリペ・カリリョ・プェル ト (当 時はサンタ・クルス0デ・

ブラボと呼ばれていた)か らビヒア 0チ コ港までの鉄道路線の使用権を譲

渡した。これを契機に,キ ンタナローにおいてチクンの本格的な開発がは

じまった10。 マイは,配下のものを使ってチクンの採集をおこない,米国や

メキシヨの会社と契約してチクレの販売を独占した。その後,1929年 の世

界恐慌によるチクレ価格の暴落をきっかけに失脚するまで,マ イはチクレ

王国に君臨した11ヽ

さて,マ イをメキシコ市に招き将軍の称号を与えたカランサ大統領の行

為は,イ ンディオ社会を国家に取 り込むための仲介者 (村 ボス)の育成と

いういわば常套手段である。しかしながら,チ クレ採集産業を受け入れた,

マイおよびクルソブ社会は,ま ったく国家もしくは資本に利用され,翻弄

されるだけの,いわば歴史の客体 としてのみ理解してよいのであろうか。

むろん,そのような見方もできないことはない。じっさい,マ イの失脚後

は, とくにカルデナス大統領がキンタナローを訪問した1939年以降,ク ル

ソブ集団はチクレ協同組合 (cooperat市 a chiclera)お よびそれらを統括する

チクレ協同組合連合 (Federaci6n dё  Cooperativas)を つうじて, Lか ら組

織化され,国家に統合されていく。またそれとともに,各チクレ協同組合

を構成するひとつの村もしくは数か村を単位にして,エ ヒード1幼が設置さ

れ,村落は上から再編されていった (表 1お よび図11参照)。 そして現在

も,チ クレや木材などの森林資源の開発は各エヒードが協同組合形式でお
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表 1 フェリペ・カリリョ・プェル ト郡のエヒー ドー覧

==Ii::i=:藤

::i夏
:::=~~~i:ii::~~=iiii=~~~~~=::一 一~~~~~=

Bernardino Cen                661109       3500                  68
Bulukax                      620112       1205                 26

:」 l」糧I Grande       lil:|:   ::::        ::       追加
Candelaria                   620112       4150                 81
Chan Santa Cruz               560725       1620                  29

出:lhi訛la cruZ       ::::l:   i:::0        ::5       追加

諄t[im¨ 驚 辮 静 勘ロ
Dziuche                      360722       2125                 245*

440503 26855                - 追加
420225       29400

Dziuche
Dzula y Anexos
Eniliano Zapata
El Martirio
El l{aranjal
Felipe Carrillo Puerto
Felipe Camillo Puerto
Filoneno Mata
Gavi lanes
Ichnul
hnpocolchd
I(ankabchdn
Kanteroc
tfildnetro 50
La Ceibita
La Pinienta
La Presunida
L{zaro Cdrdenas
Nohbec
Nohbec
Pedro Moreno
Petcacab
Petcacab
Polyuc
Polyuc
Puerto Arturo
Ranonal
Saban
San Antonio Tuk
San Arturo
San Cristdbal
San Felipe
San Felipe Segundo
San Felipe Oriente
San Marcos
San Ramdn

Santa Gertrudis
Santa Elena
Siete Gatos
Tabasco
Tabi

610217
411203
420218
371027
620920

2145

20001

27039

8820

1350

661109 1450
650914       2550

108

27

24

52

55

56       追加
30

27

69

24

118

23

269

46

21

85

51

88*
追加

55

137
-        追加
146*

370414       3840
610315
560625

1025
2495

660715
640819
610117
621220
370414
420121

530110       575
6406o6       10550

990

1150

3465

6550

18480
4620

620920       1926
351001
420415
560725
620926       3315                 -

41222

13160

1670

2520

1900

追加
640819
631111

40

31

36

45

50

25
58

42

39

34

55

42

370609       2800
611027 2265
661014       2600
661014       1350
540519 1205
620112       2250
620112 2250
531020       1775
651022 3350
560725       885
430331
621220

15230                -
2950

620112       3000
610616       1185
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Tepich
Tihosuco
Tixcacal Guardia
X Cabll
X Hazil Anexos

Hazil y Anexos
Maben
Nohcruz
Pichil
Yatil

X Yatil
Yaxlev,
Yoactrin
Zaczuquil
l{uevo Iarael
Presidente hlrez
Dzoyola
Kopchdn
Nohcah
Sab/n San Francisco
San Francisco AkJ
San Josd
Xkalakdzonot
Cafetalito
Santa Gertrudis
Chancah Derrepente

350910
430317
620920
431215
351217
420304
380318
640819
420121
420214
640516
611027
420211
601206
680507
680507
680517
680517
680506
680506
680517
680517
680506
640125
640121
640310

1344

54600
1750

11760

52367

23653

73400

6410

27300

17200

2750
2505

16800

4825
3040

4640
3040

6300
2140
3040

3540

21400
7600

1160

2600

1750

55

128
33

61

175*
―        追加
198

105

65

93*
―        追加

65
64・ 66

追加

*:追加分を含めた数字
出典 :`Relaci6n de los eiidOS del TerritOrio de Quintana Roo cOn los datOs

de la superficie concedida por resoluciones presidenciales o man‐

danliento de gobernador y el nimero de campesinos reconocidos
como elidatariOs en cada poblado. Chetumal, 1968。 ' en ArchivO
Municipal de Felipe Carri110 Puerto.

図11 フェリベ・ カリリョ・プェル ト郡における年別エヒード譲渡面積

(1935～68年,単位 :ヘクタール)
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こなっている。このように,革命政権側からすれば,チ クレ採集産業は,

辺境地域を経済的・政治的に国家に統合していく有効な手段 として機能し

たことは確かである。

しかしながら,国家の思惑とは別に,チ クレ採集産業を受け入れていっ

たクルソブ側の声にも耳を傾ける必要があるだろう。クルソブ社会が,チ

クンの採集を比較的無理なく受け入れていく理由のひとつは,あ きらかに

チクレを噛むという習慣がもともとマヤの伝統であることである。そして,

もうひとつの理由はこの地域のマヤの人びとの生活サイクルと深 くかかわ

っていると思われる。

チクレの採集は,10～20人のチクレ採集人 (chiclerO)が チコ・サポテのあ

る森でキャンプをはっておこなう。採集の作業は,ま ずチコ 0サ ポテの木

にのぼり,樹皮に切 り込みを入れることからはじまる。山刀 (マ チェテ)

を用いてy字型に本の上からいくつもの切 り込みを入れていき,その溝を

つたつて樹液 (チ クレ)が本の下に据えられた皮袋にたまるようにする。

そして,た まったチクンはキャンプに運ばれ,大きな鍋で加熱し,水分を

蒸発させ,水飴状にする。そして,塊にしたチクレを天日で乾燥させて,

完成である。

ところで,チ クレの採集時期は, 7月 から翌年の 1月 までであるが, も

っともよいのは11月 以降である。ここに,ク ルソブの土地におけるチクレ

産業普及のもうひとつの理由があると思われる。つまり,マ ヤの人びとに

とってたんなる食料以上の意味をもつ トウモロコシの栽培の時期とチクレ

の採集時期はちょうど裏表の関係にある。チクレ0シ ーズンが終了する 2

月以降にトウモロコシの焼き畑の準備がはじまるのは,先にみたとおりで

ある。そして, ミルパの一連の作業と祭 りを終えた9月 以降に,チ クレの

森にむかえばよいことになる。いわばトウモロコシ栽培も祭 りもオフの時

期に,う まくチクレのシーズンがはまっているといえる。これらを整理す

ると,図 12の とおりとなる。

伝統的な共同体社会に資本が侵入してくるとき,共同体を破壊すること
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図12 年間生活サイクル

焼き畑

無原罪の御宿 リマリア祭

キリス ト降誕祭

主顕節の祭 り

↓

カーニバル

雑木伐採

1

焼き畑

播種

↓

除草

↓

除草

聖十字架祭

聖母昇天祭

4月

5月

＼
／

＼

／

チ クレ採集

キャンプ開始

終了

7月



220        革嵩童善ワ素プんだ名次署
~州マヤ系村落の

なく,共同体 との接合に依拠しつつ発展する場合があるという,いわば資

本を受け入れる共同体倶Iの論理もしくは主体性を強調することは,歴史の

客体 として,あるいは被搾取者や敗者として受け身で描かれることの多い

インディオの歴史を,正当に評価しなおすという意図をもつものである。

ここで,フ ェリペ・ カリリョ・プェル ト周辺のマヤ系のインディオは,チ

クン産業といういわば米国の戦略産業 (ガムはベ トナム戦争でも活躍した)

を,自分たちの生産や祭 りのサイクルにさしさわりがないから受け入れて

やったのだ,と いうのは極論であるにしても,生活サイクル (と りわけ農

耕サイクル)と の合致がこの地域で比較的抵抗なくチクレ産業が受け入れ

られたひとつの要因である可能性は十分にある。

むすびにかえて

フェリペ 0カ リリョ・ プェル ト古文書館において入手した祭礼許可書を

おもな資料としつつ,カ スタ戦争の反乱インディオの末裔にあたるクルソ

プ集団を含む同地域のマヤ系の人びとの トウモロコシの焼き畑栽培 と祭 り

を中心とする生活サイクルを探 り,最後にチクレ採集との関連について考

察した。その結果, トウモロコシの焼き畑栽培と祭 りそしてチクレ採集が,

年間の生活サイクルにうまくおさまっていることがわかった。ただし,こ

こでいう生活サイクルは, トウモロコシの焼き畑栽培 (生産サイクル)と

一連の祭 り (儀礼サイクル)を一括してマヤの伝統的生活サイクルとして,

チクン採集時期 との裏表の関係を指摘するという形をとっている。したが

って,焼き畑という伝統的生産システムに資本主義的生産システムを組み

込んでいくプロセスと,祭礼システムの維持もしくは変容のプロセスとを

区別した分析にはなっていない。このあたりを明確にしていくには,基本

的にカ トリックの祭事暦にもとづきながらもマヤの農耕儀ネL的側面を合わ

せもつ可能性のある祭 りの性格を分析していく作業をはじめ,生産システ

ムと祭礼システムとの関係性にまで踏み込んだ研究が必要とされるであろ

う。
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また トウモロコシの焼き畑の作業手順やチクレ採集の時期についても,

聞き取 り調査と文献に依拠しているので, 1年間にわたる生活サイクルを

参与観察法によって調査したわけではないという制約はいなめない。しか

しながら祭 りについては,参与観察法や聞き取 り調査では期間としても地

域的にもこれほど広範囲にわたる資料の入手は不可能であったと考えられ

る。筆者は,エ スノヒストリー研究の方法のひとつとして,聞き取 り調査

の有効性を認識しているつもりであるが,今回は逆に歴史学の基本的方法

である古文書館における文献調査に依拠することになった。

その他多くの課題が残されている。メキシコあるいはキンタナロー州に

おけるチクレ産業の発展については,スペースの都合ということもあり,

ほとんど触れることができなかった。また,80年代以降は,ガムの原料と

して天然チクンにかわって合成チクンが一般化してきたこと,ま たマリフ

ァナなどがガムの消費にマイナスの影響を与えていることから,チ クンの

需要が落ち込み,キ ンタナロー州におけるチクレ産業は衰退してきている。

それにかわって,カ ンクンに代表されるカリブ海 リゾー トの開発にともな

う土木作業員としての出稼ぎという新たな状況も生まれている。また,こ

の地域におけるプロテスタント伝道も広がっており,プロテスタントの禁

酒の習慣は農村におけるアルコール中毒問題改善には貢献しているが,祭

りの費用をビールの売り上げに依存するシステムとは対立する。実際,プ

ロテスタントと村側の小さなトラブルは現地でよく耳にした。さらに,N
AFTA(北 米自由貿易協定)路線に沿う形で1991年 に決定された農業再

編を目的とするエヒニド制度解体は,す ぐに影響はあらわれないとしても,

クルソブ集団にとって大きな状況の変化である。今も,村側 と外部世界と

のせめぎあいは静かにつづいており,予断は許されない。今後もクルソブ

集団の対応を追いつづけたい。
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〔付記〕
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本稿は,平成 1～ 3年度文部省科学研究費補助金による海外学術研究「『イ

ベリア系文化圏』における農村共同体の再編 と都市の変容」にもとづいて

平成 103年 7～ 9月 に実施したメキシコにおける現地調査で入手した資

料におおきく依拠している。プロジェクトに誘ってくださった研究代表者

の清水透先生 (獨協大学教授)に深い謝意を表したい。また,4000枚近い

祭礼許可書の写しをまえに途方に暮れていた筆者に,コ ンピュータによる

データ処理を勧めてくださり,い ちから手ほどきをしてくださった上野庄

二氏にも記して謝意を表したい。

註

1)清水 (1987)。

2)拙稿 (1990)。

3)カ スタ戦争の展開についての詳細は,拙稿 (1986)参照のこと。

4)Villa Rojas(1945).

5)桜井三枝子「キンタナ・ロー州マヤの祝祭――シュカカル村の事例 (1988

年)を 中心 として一一」 (口頭発表)日 本ラテンアメリカ学会第10回定期大会

(1989年 6月 11日 )。 本稿作成時に未見であった桜井論文 (1993)を 校正作業段

階で入手した。それによって, 8月 の大祭は「 トゥルムの聖十字架祭」であ

ることが半」明したので,付け加えておく。

6)Le6n(1988).なお,同文献を提供 してくださった,山本匡史氏に謝意を表

したい。

7)今回のデータで判明した守護聖人の祭りはつぎのようなものである。

村   名       守護 聖 人 年   期 間

X Hazil Sur

Petcacab

Betania

X Yatil

Andr€s Quintana Roo

Chunhuhub

San Diego

Nohcah

San Miguel 1980 0110-0119
Virgen Marfa Dolores 1955 0113-0115
San Jos6 1982 0320-0321
San Bernardino 1960 0423-0430

Santa Cruz 1979 0502-0502

Sagrado Corazln de Jesfis 1954 0512-0516
San Juan Nepomuceno 1980 0515-0516
San Juan Bautista 1980 0531-0531
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San Silverio

Senor

Tepich

X Pichil

rヽirgen Angela             1980   0629-0629

Virgen Marfa              1979   0715ハ V0715

San Ebano               1982   0731ハ Ψ0731

Virgen de Concepci6n      1979   0807ハV0815

8)た とえば,チ ャンカー・ベラクルス村の聖十字架祭の日程には年によって

1か月程度のばらつきがみられるため,それぞれの項目の順序はかならずし

も明瞭なものではない。したがってここで示 した生活サイクルの図式は,お

おまかなものであるといわざるをえない。後述するように,こ の点は農耕サ

イクルと儀礼サイクルとの関係性にまで分析が及んでいない本稿の限界であ

り,今後の課題でもある。

9)Konrad(1987),pp.466-470.

10)Jimёnez M.(1951),Reed(1971)pp.246247.

11)こ の時期については,マ イ将軍のもとで働いたアビラ・サパタ氏の著作に

詳 しい。Avila Zpata(1974).

12)エ ヒー ドは本来国のものである一定範囲の土地の利用権を国から与えられ

た農民の地域集団である。その土地は私有地 と異なり,売買,譲渡,賃貸

借,抵当の対象にならない。エヒー ドの土地のうち耕地はその成員であるエ

ヒダタリオの分割地に分割されて個別に耕作される場合が多いが,そ の場合

個々のエヒダタリオは分割地の用益権を有し,そ の権利は相続される。石井

(1983),11-12ペ ージ。
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